
      第１　学科  
第１条  本学部の学科は、次に掲げるとおりとする。
    地球工学科    
    建築学科
    物理工学科
    電気電子工学科
    情報学科
    工業化学科

      第２  入学
第２条  入学者の募集・選抜方法は、教授会で定める。

第３条  入学候補者の決定は、教授会で行う。

      第３  編入学

      第４  転学及び転科

      第５  修業年限  
第６条  修業年限は、４年とする。
２　前項の規定にかかわらず、編入学した者の修業年限は、別に定める。

      第６  教育課程
第７条  授業科目は、専門科目( 特別研究を含む。) 及び教養科目に区分する。
２　授業科目の単位数、配当年次及び授業時間数は、別に定める。

      第７  授業科目の履修
第８条  学生は、履修する授業科目を定め、あらかじめ担当教員の承認を受けなければならない。
第９条  設備その他の都合によって、授業科目の履修人員数を制限することがある。
第１０条  特別研究を行う学生は、あらかじめ指導教員の承認を受けなければならない。

      第８  単位の授与・試験
第１４条   授業科目を履修した学生に対し、試験のうえ単位を与えるものとする。

第１６条   演習、実験及び実習の評点は、試験を行わずに付けることがある。

      第９  卒業の要件

第１１条  学生は、あらかじめ工学部長の許可を受けて、本学部他学科の授業科目を履修することができ
る。

京 都 大 学 工 学 部 規 程
（昭和２４年８月１５日達示第１４号制定）

２　京都大学通則 （昭和２８年達示第３号。以下 「通則」 という。） 第４条第１項ただし書の規定に
よる入学に関する事項は、教授会で定める。

第４条  本学部に編入学を志望する者があるときは、選考のうえ、教授会の議を経て、許可することがあ
る。

第５条  本学他学部学生若しくは他大学の学生で本学部に転学を志望する者又は本学部学生で転科若しく
は他学部に転学を志望する者があるときは、選考のうえ、教授会の議を経て、許可することがある。

第１２条  通則第１９条の規定により他学部の授業科目を履修しようとする者は、学年の初め又は学期の
初めに工学部長に願い出て、当該学部長の許可を受けるものとする。

第１３条　通則第２０条第１項から第４項までの規定により他の大学又は短期大学及び外国の大学又は短
期大学の授業科目を履修しようとする者がある場合は、教授会の議を経て、許可することがある。

第１５条   試験の評点は、１００点を満点とし、６０点以上を合格点とする。授業科目によっては評点を
付けないことがある。

第１７条   特別研究は、その業績の判定と口頭試験とによって合格を定める。口頭試験は、省略すること
がある。

第１８条   ４年以上在学し、別に定める学部所定の授業科目を履修し、１４４単位以上を修得した者は、
教授会の議を経て、学士試験合格者とする。



      第１０  在学年限
第２１条　在学年限は、８年を超えることができない。
２　前項の規定にかかわらず、編入学した者の在学年限は、別に定める。
３　前２項の在学年限は、特別の事由があるときは、教授会の議を経て、延長することができる。

      第１１  科目等履修生、聴講生及び特別聴講学生

２　科目等履修生として履修した授業科目については、試験のうえ、単位を与えることができる。
３　科目等履修生の取扱いその他については、別に定める。

２  聴講生の取扱いその他については、別に定める。

２　特別聴講学生の取扱いその他については、別に定める。

      第１２  研究生

      附  則  (略)

第２０条  通則第２２条第１項の規定により学生が本学部に入学する前に大学又は短期大学において履修
した授業科目について修得した単位（大学設置基準(昭和３１年文部省令第２８号)第３１条に定める科目
等履修生として修得した単位を含む。）は、教授会の議を経て、本学部に入学した後の本学部における授
業科目の履修とみなし、単位を認定することがある。

２　第１１条及び第１２条の規定により本学部他学科又は他学部の授業科目を履修し、修得した単位は、
前項の単位数に算入することができる。

３　第１３条の規定により他の大学又は短期大学及び外国の大学又は短期大学の授業科目を履修し、修得
した単位は、６０単位以内に限り、第１項の単位数に算入することができる。

４　第５条の規定により他の大学又は本学他学部から本学部に転学した場合の転学前に履修し、修得した
単位は、教授会の議を経て、第１項の単位数に通算することがある。

５　第１項の規定にかかわらず、編入学した者の学士試験合格に必要な授業科目及び単位数は、別に定め
る。

第１９条　通則第２１条第１項の規定により学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修
その他文部科学大臣が別に定める学修は、教授会の議を経て、本学部における授業科目の履修とみなし、
単位を認定することがある。

２  前項の規定により認定できる単位数は、前条第３項の単位数と合わせて６０単位以内に限り、 前条第
１項の単位数に算入することができる。

第２５条　本学部において特定事項の研究を志望する者には、教授会の議を経て、研究生として入学を許
可することがある。

２　研究生の取扱いその他については、京都大学研究生規程（昭和５０年達示第３７号）による。ただ
し、在学期間満了後更に研究を継続したい者には、その願い出により、教授会の議を経て、期間の延長を
許可することがある。

２　通則第２２条第２項の規定により学生が本学部に入学する前に行った前条第１項の学修は、教授会の
議を経て、本学部における授業科目の履修とみなし、単位を認定することがある。

３　前２項の規定により認定できる単位数は、編入学、転学等の場合を除き、本学において修得した単位
以外のものについて、第１８条第３項及び前条第２項の単位数と合わせて６０単位以内に限り、第１８条
第１項の単位数に算入することができる。

４  第１項の規定により科目等履修生として修得した単位数を第１８条第１項の単位数に算入するとき
は、通則第２２条第４項の規定により、教授会の議を経て、一定の期間を第６条第１項の修業年限に通算
することがある。

第２２条　通則第６１条第１項の規定により本学の学生以外の者で、一又は複数の授業科目の履修を志望
する者には、教授会の議を経て、科目等履修生として入学を許可することがある。

第２３条　通則第６２条第１項の規定により本学部の特定の授業科目を定め、聴講を志望する者には、教
授会の議を経て、聴講生として入学を許可することがある。

第２４条　通則第６３条第１項の規定により大学間の協議に基づき、特定の授業科目を定め聴講を志望す
る者には、教授会の議を経て、特別聴講学生として入学を許可することがある。



・土木工学コース・資源工学コース・環境工学コースの卒業要件と履修上の注意

　４単位まで卒業単位として認めるが、「スポーツ実習分野」は、２単位まで卒業単位として認める

コンプライアンスおよび国際コミュニケーション分野の科目のみ、４単位まで卒業単位として認める

　統合科学分野および環境分野の科目のみ、４単位まで卒業単位として認める

　２単位まで卒業単位として認める

　情報基礎[工学部]、情報基礎演習[工学部]に限り、合計４単位まで卒業単位として認める

・国際コースの卒業要件と履修上の注意

合計
６８単位
以上

合計
１４４単位

以上

外国語

　英語８単位（「英語リーディング」計４単位、「英語ライティング－リスニングA・B」各２単位計４単位を修得するこ
と）独語、仏語、中語、露語、伊語、西語、朝鮮語、アラビア語、日本語上級のうちから同一外国語を８単位から１２単
位まで、英語８単位と併せて合計１６単位以上２０単位まで
　なお、日本語上級は外国人留学生のみ選択することができる

健康・スポーツ

キャリア形成

統合科学

合計
６４単位
以上

工
学
部
科
目

　必修科目 　７単位

全

学

共

通

科

目

人文・社会科学 　合計１２単位以上１６単位まで

少人数教育

自然科学 　表１および表５で指定する科目から、合計２８単位以上

情報学

（注）E科目から4単位含むこと。ただし、E2科目の単位をこの６８単位に含める場合は学科長の承認が必要である（承認されるのは2単位までであり、E2科目とそ
れに対応する日本語科目の両方を修得した場合、最初に修得した科目のみを卒業要件単位として認定する。同じ学期にE2科目とそれに対応する日本語科目の両方を
修得した場合、成績の良い方のみを卒業要件単位として認定する。）。

　第１・２学年配当 ◎科目 　２３単位以上

　第３・４学年配当
　 　各コース指定 ◎科目

　２１単位以上 (土木工学コース)、１０単位以上 (資源工学コース)、１６単位以上 (環境工学コース)

１. 表１～５で指定する工学部科目から合計６４単位以上修得すること。表１～５以外の工学部共通科目、他学科および他学部の開設科目(専門科目)の単位をこの
６４単位に含める場合は学科長の承認が必要である（承認されるのは、別に定める単位数以内である）。
　　ただしこの場合、コース分属後、所属するコースにおいて卒業単位としての認定をうける必要がある。
２．土木工学、環境工学、資源工学の各コースへの分属(第３学年前期)には、別に定められた単位数を修得している必要がある。
３．特別研究の着手には、別に定められた単位数を修得している必要がある。

　英語で提供される科目のみ卒業に必要な単位として認定する。ただし、スポーツ実習科目、日本人学生が履修する初修外国語科目、工学部科目の一部（上限１２単位）を除く。

全

学

共

通

科

目

人文・社会科学
　合計１２単位以上１６単位まで卒業単位として認める
　 (ただし、外国文献研究分野のＥ１科目は卒業に必要な単位として認めない）

合計
６８単位
以上

合計
１４４単位

以上

外国語

　Scientific English IA（４単位）および Scientific English IB（４単位）から８単位、英語以外の外国語（初修外
国語）から１０単位以上、合計１８単位以上２０単位まで
　日本語を母国語とする学生は、初修外国語として、独語、仏語、中語、露語、伊語、西語、朝鮮語、アラビア語 から
１０単位以上修得すること
　日本語を母国語としない学生は、初修外国語として、日本語から１０単位以上修得すること
　ただし、日本語を母国語としない学生で日本語能力試験のN1を保持するものに限っては、初修外国語の１０単位のう
ち、母国語以外から６単位を限度として、独語、仏語、中語、露語、伊語、西語、朝鮮語、アラビア語の履修を認める

健康・スポーツ 　４単位まで卒業単位として認めるが、「スポーツ実習分野」は、２単位まで卒業単位として認める

キャリア形成
　「Scientific English II-E3（４単位）」および「Advanced Scientific English-E3（４単位）」から８単位までを卒
業単位として認める

統合科学 　環境分野の科目のみ、４単位まで卒業単位として認める

少人数教育 　２単位まで卒業単位として認める

工
学
部
科
目

　必修科目 　７単位修得すること

合計
６４単位
以上

◎科目 　３８単位以上修得すること

１．表５で指定する工学部科目から６４単位以上修得すること。この６４単位には、必修科目７単位、◎印のついた専門科目３８単位を含むこと。また、１２単位
を上限として、必修科目以外の日本語で提供される科目の修得を認める。ただし◎科目については８単位を上限とする。英語科目と日本語科目の対応については国
際コース科目対応表を参照のこと。
２．特別研究の着手には別に定められた単位数を修得していること。

自然科学 　表５で指定する科目から、合計２８単位以上

情報学 　Basic Informatics、Practice of Basic Informaticsに限り、合計４単位まで卒業単位として認める

　　（注）ただし、キャリア形成の国際コミュニケーション分野のＥ３科目「Scientific English II－E3（４単位）」および「Advanced Scientific English－E3
（４単位）」から４単位以上修得すること

地球工学科



【平成31年度入学者用】卒業要件と履修上の注意

【注意事項】

（１）

（２）

（３） 「図学A」「図学B」「統計入門」は、平成27年度以降の入学者に対して「特に選択履修することを要望する科目」とする。

（４） 「物理学実験」は、平成28年度以降の入学者に対して「特に選択履修することを要望する科目」とする。

（５） 健康・スポーツ科目群「スポーツ実習」分野は、平成28年度以前入学者に対して、４単位まで卒業に必要な単位として認定する。

（６）

（７） 工学部地球工学科国際コースの科目は卒業に必要な単位として認定しない。

卒業要件

E1科目「外国文献研究(全・英)-E1」以外で14単位とE1科目
「外国文献研究(全・英)-E1」を2単位以上。
*E科目の卒業要件についてはE科目欄を参照。

合計
66単位
以上

自然科学科目群 28単位以上
上表で指定する科目から28単位以上。
*E科目の卒業要件についてはE科目欄を参照。

外国語科目群

英語 8単位
「英語リーディング」4単位と、
「英語ライティング-リスニングA・B」各2単位。

独語、仏語、中語、露
語、伊語、西語、朝語、
アラビア語、*日本語

一か国語
8単位以上

一か国語を8単位以上。
*日本語は外国人留学生のみ選択することができる。なお、
上級科目のみ認定する。

情報学科目群
「情報基礎[工学部]」
「情報基礎演習[工学
部]」

左記2科目
を含む4単位

以上Ⓐ

Ⓐの付記された科目群・分野では、合わせて8単位までを、
卒業に必要な単位として認定する。ただし、「情報学科目群」
を4単位以上含むこと。
*キャリア形成科目群のE科目の卒業要件についてはE科目
欄を参照。

健康・スポーツ科目群
「健康・スポーツ科学」分野 Ⓐ
「スポーツ実習」分野 2単位まで

キャリア形成科目群

「コンプライアンス」分野 Ⓐ

「国際コミュニケーション」
分野

E3科目2単位
E3科目以外

2単位
合計4単位

まで

統合科学科目群
「統合科学」分野

Ⓐ
「環境」分野

全

学

共

通

科

目

人文・社会科学科目群
16単位以上
18単位まで

少人数教育科目群（ILASセミナー） 2単位まで

全学共通科目では、同一内容の講義が日本語と英語(E科目)で行われるものがある。全学共通科目履修の手引き「全学共通科目一覧」の英語授業の有無欄に「〇」
の付された科目について、E2科目と日本語科目の両方を履修した場合、最初に修得した科目のみを卒業に必要な単位として認定する。同じ学期にE2科目・日本語
科目の両方を履修した場合、日本語科目のみ卒業に必要な単位として認定する。ただし「景観デザイン論」と「Theory of Landscape Design-E2」を両方修得した場合
は、どちらも卒業に必要な単位として認定する。
平成30年度以前入学者に対しては、自然科学科目群のE2科目は卒業に必要な単位として認定しない。また、E科目の４）の組み合わせも認定しない。

全学共通科目については、「全学共通科目履修の手引き」の記載内容も確認すること。

工

学

部

科

目

上表で指定する科目から68単位以上（必修科目、選択必修科目、特別研究を含む）を修得すること。

合計
68単位
以上

必修科目 6単位
上表で指定する必修科目（「特別研究」を含む）すべてを修
得すること

選択必修科目 34単位以上

上表で指定する各群の科目を下記の単位数修得すること
①群科目　10単位以上
②群科目　 6単位以上
③群科目　10単位以上
④群科目　 8単位以上

・上表以外に、他学科、他学部の開設科目（専門科目）を、3科目以内8単位を限度として卒業に必要な単位として認定することがある。
ただし、特別研究の着手後、指導教員と学科長の承認を得た場合に限られる。

・特別研究の着手には、別に定められた単位数を修得していること。

合計
144単位

以上

E科目 4単位以上

各科目群の中にあるＥ科目は、１）～４）のいずれかの組み
合わせで4単位以上修得すること。なお、専門科目の関連か
ら、１）の組み合わせを推奨する。
１）人文・社会科学科目群のE1科目「外国文献研究(全・

英)-E1」2単位と、人文・社会科学科目群のE2科目
のうち、以下に指定する科目を2単位以上。下記の２科
目の両方を２回生で履修することを推奨する。

「Theory of Landscape Design-E2: House and Gardens of Kyoto」

「Contemporary Japanese Architecture-E2」

２）人文・社会科学科目群のE1科目「外国文献研究(全・
英)-E1」4単位。

３）人文・社会科学科目群のE1科目「外国文献研究(全・
英)-E1」2単位と、キャリア形成科目群「国際コミュ
ニケーション」分野のE3科目から2単位。

４）人文・社会科学科目群のE1科目「外国文献研究(全・
英)-E1」2単位と、自然科学科目群の上表指定E2科目
から2単位。注２

建築学科



・卒業要件と履修上の注意
履修に関する詳細については，ガイダンス等各コースの指示を受けて下さい。

Ｅ１科目以外

Ｅ１科目
「外国文献研究（全・
英）

英語

ドイツ語、フランス語、
中国語、イタリア語、
ロシア語、スペイン語、
朝鮮語、アラビア語

（日本語）

科目群 卒業要件（144単位には下記の単位数が含まれている必要がある。）

全

学

共

通

科

目

人文・社会科学

16単位

合計
144単位

4単位

キャリア形成
(「国際コミュニケーション」分野の
E3科目に指定されている科目）

外
国
語

(

注

）

英語リーディングから4単位、英語ライティング–リスニングA・Bから

2単位ずつ、計8単位

左記から１か国語8単位

（日本語は外国人留学生のみ選択することができる。）

自然科学
（上表で指定する科目） 30単位以上

合計
98単位

（他学科・他学部開設の
専門科目で学科長に

認定されたものを
含める。）

健康・スポーツ

合計4単位まで
（健康・スポーツ科目群「スポーツ実習」分野からは２単位まで）

キャリア形成
(「コンプライアンス」分野、

「国際コミュニケーション」分野
（E3科目を除く）の科目）

統合科学
（「統合科学」分野、「環境」分野、
「その他統合科学」分野の科目）

少人数教育

情報学
　　　情報基礎演習（工学部）、

　　　情報基礎（工学部）4単位まで

合計
57単位以上

 上表で
 指定した
 工学部
 専門科目

選　必　科　目 コース指定の選択必修科目から5単位以上

選　択　科　目
（物理工学科共通科目及び全コースの

配当表から選択可能。ただし、別表１を参照のこと。）

必　修　科　目 特別研究10単位

　　注）ただし、学科長の承認を得て他の外国語を選択することができる。

物理工学科



・卒業要件と履修上の注意

・履修登録に当たっては、アドバイザーの指導を受け、承認を得ること。

　下表の範囲内で必修科目を含めて合計１４４単位以上を修得すること。

　また、特別研究を開始するためには、その年度の始めに電気電子工学科特別研究細則の要件を満たしていなければならない。　　

　（２回生以上は入学時の履修要覧を参照すること）

下限 上限

30単位 42単位

英語

独，仏，中，露，伊，
西，朝，アラビア語，
日本語

8単位 16単位

2単位 4単位

0単位 2単位

0単位 4単位

0単位 2単位

66単位 76単位

0単位 4単位

・ 地球工学科国際コースの科目は卒業単位として認めない。

ただし、外国人留学生については認めることがあるので、学科長に相談すること。

・ クラス指定科目については、科目群にかかわらずクラス指定で履修すること。

・ その他の自然科学科目群科目、また、工学部共通型授業科目（上表で指定した科目）についてはアドバイザーとよく相談して履修すること。

・ 工学部共通型授業科目（上表で指定していない科目）および他学科専門科目についてはアドバイザーとよく相談の上、学科長の承認を得ること。

・ 外国語科目群の露語、伊語、朝鮮語、アラビア語については、開講時間が学科専門科目と重なる場合があるので注意すること。

・ 電気電子工学概論は１回生しか受講できない。（２回生以上は、事前に事務に申し出ること)

・ 全学共通科目履修の手引き「全学共通科目一覧」の「英語授業の有無」欄に○が付された科目について、日本語科目と英語科目の

重複登録は認めない。

工学部共通型授業科目および他学科専門科目

E科目

上記の単位数のうち、人文・社会科学科目群のE1科目「外国文献研究（全・英）」およびE2科
目、自然科学群のE2科目「Fundamental Physics B」（担当教員 DE ZOYSA，Menaka）および
下記対応表のE2科目、およびキャリア形成科目群「国際コミュニケーション」分野のE3科目か
ら計4単位以上修得すること。

専　門　科　目 上表で指定した工学部専門科目

科目群 卒業要件

全

学

共

通

科

目

人文・社会科学

E1科目以外から16単位修得すること。ただし、内2単位は統合科学科目
群（統合科学分野）の科目でもよい。
これに加えて、E1科目「外国文献研究（全・英）」を4単位まで修得してもよ
い。（E科目については欄外の記載にも注意すること）

同一外国語を8単位以上含むこと
日本語は外国人留学生のみ選択することができる

情報学 情報基礎（工学部）、情報基礎演習（工学部）から

健康・スポーツ スポーツ実習分野から

少人数教育

外国語

英語リーディングから4単位
英語ライティング–リスニングA・Bから各2単位

16単位以上
20単位まで

自然科学

上表で指定した科目および下記の対応表に記載のあるE2科目から30単
位以上40単位まで修得すること。ただし、内2単位は上表および下記の対
応表に記載のあるE2科目以外から修得してもよい。
これに加えて、E2科目「Fundamental Physics B」（担当教員 DE ZOYSA，
Menaka）2単位を修得してもよい。（E科目については欄外の記載にも注
意すること）

キャリア形成
コンプライアンス分野と国際コミュニケーション分野(E3科目）からそれぞ
れ2単位まで
（E科目については欄外の記載にも注意すること）

8単位

電気電子工学科



【平成３１年度入学者用】　卒業要件と履修上の注意

卒業に必要な単位数 特別研究着手に必要な単位数 コース配属の資格

自然科学科目群

人文・社会科学科目群

健康・スポーツ科目群

キャリア形成科目群

統合科学科目群

少人数教育科目群

小計

選択必修科目

特に履修することを要望する
コース指定科目◎、
コース指定科目○

　計算機科学コース　４８単位以上
数理工学コース　３７単位以上

　計算機科学コース　３７単位以上
数理工学コース　３４単位以上

小計 ６６単位以上† ４８単位以上

１４４単位以上 １１８単位以上

１．

２．

３． コース毎の実験演習科目の履修はコース配属後にのみ可能である。

合 計

全学共通科目履修の手引き「全学共通科目一覧」の英語授業の有無欄に「○」の付された科目について、E2科目と日本語
科目の両方を履修した場合、最初に修得した科目のみを卒業に必要な単位として認定する．同じ学期に内容が同一とみな
されるE2科目・日本語科目の両方を履修した場合、E2科目を卒業に必要な単位として認定する．ただし「Information and 
Society-E2」は増加単位としてのみ認める。

卒業要件単位数１４４単位と、当学科が指定した１３１単位との差は、人文・社会科学科目群、情報学科目群、健康・スポー
ツ科目群、キャリア形成科目群コンプライアンス分野、国際コミュニケーション分野、総合科学科目群、少人数教育科目群、
および当学科がコース毎に上表で指定した科目（自然科学科目群、工学部科目）の中から修得する。ただし、指定外の科
目についても、コース毎の「所定の単位認定願い」に基づき、卒業に必要な単位として認定することがある。

†　数理工学コースでは、「所定の単位認定願い」に基づき、１０単位までに限り、必修科目、選択必修科目、コース指定科
目◎と○以外の科目を卒業に必要な工学部科目の単位として認定することがある。

６５単位以上

工

学

部

科

目

必修科目
（特別研究を含む）

計算機科学コース　　１８単位
数理工学コース　　　　　５単位

計算機科学コース　　１１単位
数理工学コース　　　　　０単位

計算機科学コース　　　 ０単位
数理工学コース　　　　１０単位以上

人文・社会科学科目群，情報学科目群，健康・スポーツ科目群，キャリア形成科目群，
統合科学科目群，少人数教育科目群の中から 合計２１単位以上２６単位以下

【Ｅ科目について】
人文・社会科学科目群のE１科目「外国文献研究（全・英）」及び情報学科目群のE２科目の中から４単位を含むこと

全

学

共

通

科

目

当学科でコース毎に上表で指定する科目から２８単位以上

上
表
の
第
１
学
年
配
当
科
目
の
中
で
◎
が
付
さ
れ
た
科
目
か
ら
１
５
単
位
以
上

外国語科目群

１６単位
　　　　英語８単位（英語リーディング４単位、英語ライティング-リスニングA、B各２単位）、
　　　　および独語、仏語、中語、露語、伊語、西語、朝鮮語、アラビア語、日本語のうち
　　　　から１か国語８単位。なお、日本語は外国人留学生のみ選択することができ、
　　　　日本語上級のみを卒業に必要な単位として認定する。

１４単位以上

情報学科目群
２単位以上８単位以下

ただし、計算機科学コースでは必修科目２単位を含むこと。

スポーツ実習は２単位まで

コンプライアンス分野・国際コミュニケーション分野に限る

日本語で実施の科目は２単位まで

情報学科



・卒業要件と履修上の注意

コース配属（２回生前期終了時）
に必要な単位数

研究室配属・特別研究着手
（４回生進級）に必要な単位数

卒業に必要な単位数
（卒業要件）

Ｅ１科目以外 ８単位(注１） １６単位

Ｅ１科目

英語

８単位
（英語リーディングから４単位、英
語ライティング－リスニングA・B

から４単位（各２単位））

―

英語以外
（独・仏・中・露・伊・
西・朝・アラビア語・

日本語(注４））

１か国語 ２～８単位 １か国語 ８単位

７１単位以上

（このうち、各科目群を合わせてＥ科目を４単位
以上含むこと（うち２単位はＥ２科目を推奨す
る））

３５単位以上

（共通の表及び該当コースの表の第１，２学年
配当科目の◎科目から
　　創成化学コース １８単位

　工業基礎化学コース　  １８単位
　　化学プロセス工学コース１６単位
第３学年配当科目の◎科目から１２単位を含む
こと）

１２単位

６単位以上 ４９単位以上 ７３単位以上

４６単位以上 １２０単位以上 １４４単位以上

人文・社会科学科目群

自然科学科目群
(共通の表で指定する科目のみ
卒業要件として認める)（注２）

１６単位以上
（基礎物理化学(量子論)、(熱力

学)、基礎有機化学Ⅰ、Ⅱのうち４
単位以上を含むこと（注３））

外国語科目群

全

学

共

通

科

目

キャリア形成科目群

統合科学科目群

少人数教育科目群

小計（注５）

情報学科目群

健康・スポーツ科目群

―

０～４単位

２８単位以上
（必修科目１０単位を含むこと）

０～４単位

（情報基礎（工学部）・情報基礎演習（工学部）
のみ卒業要件として認める）

合計０～８単位

健康・スポーツ科目群：２単位まで（「スポーツ実習」のみ）
キャリア形成科目群：８単位まで（E科目のみ）

統合科学科目群：２単位まで
少人数教育科目群：２単位まで

４０単位以上

注５：全学共通科目のうち工学部地球工学科国際コースの科目は卒業要件として認定しない。

注６：Kyoto-iUP入学者は、自然科学科目群と情報学科目群について、共通の表で指定した科目と同一のＥ２科目及び工学部地球工学科国際コースの科
目を卒業要件として認定する。また、学科長の判断で、外国語科目群の日本語を英語に最大８単位読み替え、卒業に必要な単位数（卒業要件）として日
本語を最大２０単位まで認めることがある。

特別研究

注１：コース配属時、Ｅ１科目以外を８単位を超えて履修した場合、卒業要件としては認定されるがコース配属要件にはカウントされないので注意すること。
　例)２回生前期までにＥ１以外の人文１２単位、Ｅ１の人文２単位、自然１６単位、外国語１０単位、情報学２単位を修得した場合、全学共通科目の
　小計では４２単位となり、「小計４０単位以上」の要件を満たしているように見えるが、実際はＥ１以外の人文は８単位までしかコース配属の要件と
　して認められないので、小計は３８単位となり、コース配属の要件には足りない。

注２：「自然科学科目群」のＥ２科目のうち、卒業要件及びＥ２科目として認められるものは右頁の表のみである。これ以外のＥ２科目を履修しても、卒業単
位及びＥ２科目として認定しない。

注３：基礎物理化学(量子論)・(熱力学)および基礎有機化学Ⅰ・Ⅱの必修４科目については、工業化学科の共通の表で指定する担当教員の科目を受講す
ること。　　指定以外の科目を履修した場合、卒業要件としては認定されるが、コース配属時の点数として加算しない。

注４：日本語は外国人留学生のみ選択することができ、上級科目のみ卒業要件として認定される。ただし、学科長の判断で、日本語能力により中級以下を
認める場合がある。

小計

合 計

必修科目
（特別研究を除く）

創成化学コース　　　　　１４単位
工業基礎化学コース　　１４単位
化学プロセス工学コース１２単位

１５単位工

学

部

専

門

科

目

◎及び
無印科目

６単位以上 ４６単位以上

工業化学科
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